
働きながら不妊治療に取り組む
従業員・職員のために

知っていますか？

生殖補助医療（体外受精、顕微授精、凍結胚（卵）を
用いた治療）により誕生しています。
※2022年に生まれた全出生児（770,759人）のうち、生殖補助医療により誕生した出生児（77,206人）から算出

【生殖補助医療による出生児数：日本産科婦人科学会「ARTデータブック（2022年）】【出生数：厚生労働省「人口動態統計（2022）」】

日本では約10人に1人の子どもが

妊活サポートローン(カードローン)   「Hug ‒ Kumi（はぐくみ）」  商品概要

沖縄県不妊専門相談センター

～不妊や不妊治療に関する理解を深め、
社会全体で支えましょう～

　近年の晩婚化等を背景に不妊治療を受ける夫婦が増加しており、働きながら不妊治療を受ける方は増加傾
向にあると考えられています。また、厚生労働省が行った調査によると、仕事と不妊治療の両立ができず、
約11％の方が離職しています（不妊退職）。働きやすい環境を整えることは、有能な人材確保という点で
企業にもメリットがあるのではないでしょうか。 
　〈ろうきん〉では、各企業の従業員のみなさまが安心して働き続けられる環境づくりのサポートの一環と
して、不妊治療に関する費用の相談体制の整備とあわせて、「不妊」に対する社会的な理解を広める活動に
取り組んでいます。このリーフレットは、職場等で不妊治療への理解を深めていただき、不妊治療に取り組
む従業員・職員の方が安心して働き続けられる環境づくりをサポートする目的で配布しています。

・ご本人もしくは2親等以内の親族のための次の範囲の不妊治療および不育症に関連する資金全般とします。
①男性・女性不妊治療費用（治療費、入院費等の医療費、渡航費用等）
②不育症に関する治療費用（治療費、入院費等の医療費、渡航費用等）
③他金融機関からの不妊治療に係るローンの借換費用　※加入形態により対象とならない場合がございます。
④その他不妊治療に関する費用

お使いみち
※事業用は対象外

・10万円以上、500万円以内（10万円単位）
※ご利用限度額 300万円超につきましては一定の条件がございます。詳しくは窓口にてご確認ください。

ご利用限度額
（極度額）

・会員の方　年2.1％　　　・一般の方　年2.7％ご融資金利
（変動金利・保証料込）

担保・保証人につきましては、原則不要です。
当金庫所定の保証機関（一社）日本労働者信用基金協会をご利用いただきます。

担保・保証

・1年ごとの自動更新（更新審査がございます）
・ご利用期間（カードローン払出期間）は、本契約日から 5年後の応当日までです。
※ご融資については満 76 歳までに完済いただきます。

ご契約期間

以下の２通りからお選びいただけます。

① 【極度額変動方式】
ご利用限度額（極度額）に応じて定められた返済
額を、毎月の定例返済日にご返済。

ご返済方法
② 【元帳残高変動方式】
前回定例返済日現在の残高（元利金0円からの初
回利用時は、初回利用日最終残高）に応じて定め
られた返済額を、毎月の定例返済日にご返済。

①本人確認書類（運転免許証等） ②収入確認書類（源泉徴収票または所得証明書等） ③預金通帳のお届出
印鑑 ④貸越極度額が 200 万円以下は、当金庫所定様式の「妊活サポートローン（カードローン）申出書」
＋受診病院の診察券 ⑤貸越極度額が 200 万円超は、上記④に加え当金庫所定様式の「不妊治療連絡カー
ド」または受診病院の診断書 ⑥その他必要書類

必要書類

【会員の方】　沖縄ろうきんに出資のある団体会員（労働組合・共済会など）に所属されている方（一部対象とならない場合がございます。詳しくは〈ろうきん〉へお問い合わせください）
【一般の方】　上記以外の方で、沖縄県内にご自宅もしくはお勤め先がある方

妊活サポートローン（カードローン型）

～30万円
～50万円
～70万円
～80万円
～100万円
～150万円
～180万円
～200万円
～250万円
～300万円
～350万円
～400万円
～450万円
～500万円

①ご利用限度額（極度額）
②前回定例返済日現在の残高

5,000円
10,000円
12,000円
13,000円
15,000円
20,000円
25,000円
30,000円
35,000円
40,000円
50,000円
55,000円
65,000円
70,000円

毎月返済
毎月・ボーナス併用返済（※）

5,000円
10,000円
10,000円
10,000円
10,000円
15,000円
20,000円
25,000円
30,000円
30,000円
40,000円
40,000円
50,000円
50,000円

毎月返済
ーー　 
ーー　 

20,000円
20,000円
30,000円
30,000円
30,000円
30,000円
30,000円
60,000円
60,000円
90,000円
90,000円
120,000円

加算月返済

●表示金利は2025年5月1日現在のものです。お客さまの加入形態によりご融資金利は異なります。●ご融資後の金利は、当金庫が定める妊活サポート
ローン基準金利を基準に、年4回（2月１日・5月1日・８月1日・11月1日）見直しいたします。●印紙代が別途必要となります。●融資金利・融資諸条件に
ついては、金利環境等により変更する場合がございます。●審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。●詳しくは
お近くの〈ろうきん〉へお問い合わせください。

ご注意

※ボーナス月の返済額については、毎月返済と加算月返済の合計金額となります。

〈ろうきん〉では、不妊治療費用に関する
専用ローンをお取り扱いしています

不妊に関するお悩みや、助成金申請に関する詳細は、
沖縄県不妊専門相談センターへお問い合せください。

☎098-888-1176

電話および面接相談 水・木・金　13:30～16:30
（祝日・年末年始除く）

woman.h@oki-kango.or.jp

お申込み
いただける方

①お申し込み時の年齢が満18歳以上60歳未満（「極度額変動方式」の場合）、または、満18歳以上45歳未満
（「元帳残高変動方式」の場合）で、最終ご返済時の年齢が満76歳未満の方②同一勤務先に原則1年以上勤務
されている方③安定継続した年収（前年税込み年収）が150万円以上ある方④ご自宅もしくはお勤め先（事
業所）が沖縄県内にある方⑤当金庫所定の保証機関の保証を受けられる方
※契約社員・パート社員・自営業の方も一定の条件を満たせばご利用いただけます。詳しくは窓口にてご確認ください。

ご利用額（残高）に応じて返済額が決まります。
ご利用額が少ない時は返済額の負担がおさえ
られるので、治療にかかる休暇や産休・育休など
による家計収入の変動に備えることができます。

ポイント

毎月の返済額が一定なので、計画的に返済できます。
ポイント

2025年5月
沖縄県労働金庫
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利用について相談したいけど、同性の職員にお願い（指定）することはできますか？QQ

医療費関連の使いみちだし、提出書類が多くて大変そう。プライバシーも気になる。QQ

借入することや返済に不安があります。
クレジット払い（年14.5％）を検討していますが、違いがありますか？
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AA 原則として、同性の担当者が対応させていただきます（店舗の人員体制上、ご
希望に添えない場合がございます）。当金庫ホームページから事前に仮審査
（※）を行っていただければ、相談体制を調整させていただきますので、事前
に仮審査からのお申し込みを推奨いたします。※（ご希望商品「Hug-Kumi
（はぐくみ）」を選択ください）

AA 治療内容等についての申告負担を軽減するため、貸越極度額200万円までの
お申し込みについては、資金使途確認書類は受診病院の「診察券」の提示と
ご本人からの「申出書（当金庫所定様式）」のみとしています。
※ローン契約時の必要書類は「商品概要」にてご確認ください。
※受診病院において「不妊治療」の実施が確認できない場合は、別途資料の
提出を求める場合がございます。

AA 本ローンをご利用の際には審査があり、本ローン利用によって収支のバランス
を崩す懸念がある場合などはご希望に添えない場合がございます。「Hug-
Kumi（はぐくみ）」はカードローンタイプのため、ろうきんATM等で「必要な
時に、必要な金額だけ」ご利用いただけます。また、専用ローンとしての金利設
定を行っていますので、一般的なクレジット払い等と比べて総支払利息の軽減
を図ることができる場合がございます（下記ご参照ください）。

※上記は目安であり、実際の総支払利息とは異なる場合がございます。
※上記試算は返済終了まで金利が変わらないことを前提としています。

【金利シミュレーション】 借入額80万円 / 毎月返済額 約13,000円

クレジット払い（年14.5％）

「Hug ‒ Kumi（はぐくみ）」
（会員適用金利　2.1％）

参考比較参考比較

9年6ヶ月（114回）

5年6ヶ月（66回）

返済年数返済年数

約678,000円

約  48,000円

総支払利息総支払利息

「Hug ‒ Kumi (はぐくみ)」ご利用に関するQ＆A不妊について

不妊治療について

～治療には身体的・精神的・経済的・時間的な負担が伴います～

不妊治療に関する費用について

妊活サポートローン(カードローン)  「Hug ‒ Kumi (はぐくみ)」

不妊治療のスケジュールについて

仕事と不妊治療の両立には、職場や周囲の理解、配慮が必要です。

●不妊の原因の半分は男性にあると言われています（1998年
WHO発表）。不妊の原因は、女性だけにあるわけではあり
ません。男性に原因があることもありますし、検査をしても
原因がわからないこともあります。また、女性に原因がなく
ても、女性の体には、治療に伴う検査や投薬などにより大き
な負担がかかります。

●不妊治療は、妊娠、出産まで、あるいは、治療をやめる決断
をするまで続きます。年齢が若いうちに治療を開始したほう
が、１回あたりの妊娠・出産に至る確率は高い傾向がありま
すが、「いつ終わるのか」を明らかにすることは困難です。治
療を始めてすぐに妊娠する場合もあれば、何年も治療を続
けている場合もあります。

【図1・2】　出典：一般社団法人　日本生殖医学会
図1：妊孕率は、女性1,000人あたりの出生数（17～20世紀のアメリカ、ヨーロッパ、イランなど10ヶ所のデータ：Henry, L. （1961）. Some data on natural fertility. Eugenics 
Quarterly, 8（2）, 81-91.）を元に、20～24歳を100％として計算した。年齢の増加に伴い（特に35歳以降）妊孕率の低下が認められる。データは平均±標準偏差で示した。
図2：わが国における生殖補助医療による治療成績を示した（http://www.jsrm.or.jp/public/funinsho_qa22.html）。年齢の増加に伴い（特に35歳以降）妊娠率・生産率の
低下と流産率の増加が認められる。ET：胚移植。

【年齢別生殖補助医療治療成績】【女性の年齢と妊孕力の変化】

「不妊」とは、妊娠を望む健康な男女が避妊をしないで性交をしているにもかかわらず、一定期間妊娠しないも
のをいいます。日本産科婦人科学会では、この「一定期間」について「1年というのが一般的である」と定義してい
ます。
女性の妊娠する力（妊孕力）は年齢と共に減少します（図1）。また、加齢に伴い不妊治療によって子どもを授か
る可能性も低下します（図2）。高齢になると、受精卵の染色体異常が増える傾向もあり、不妊治療を行うかどう
かについては、子を望むご夫婦が早期に検討する必要があると考えます。
不妊治療の先送りは、子どもを授かる可能性を低下させることにつながりかねません。職場や周囲の理解が進
むことが、当事者の方にとって、より納得度の高い選択をする機会を増やすことにつながるものと考えます。

にんようりょく

　〈ろうきん〉では、子どもを望むご夫婦が不妊治療という選択をする際に、関連する諸費用の負担軽減を金融
面からサポートするため、専用ローン「Hug‒Kumi（はぐくみ）」をお取り扱いしています。
　不妊治療に関する費用をローンでカバーするということには、さまざまな不安があり、容易な選択ではないと思
います。「Hug‒Kumi（はぐくみ）」は、さまざまな選択肢の中の一つに過ぎませんが、その選択の幅を少しでも広
げることにつながれば幸いです。ご利用にあたっては、返済計画を含め、ぜひご夫婦で十分にご検討ください。

不妊治療に要する通院日数の目安は、概ね以下の通りです。ただし、以下の日数はあくまで目安であり、医師の
判断、個人の状況、体調等により増減する可能性があります。
体外受精、顕微授精を行う場合、特に女性は頻繁な通院が必要となります。また、一般不妊治療については、
排卵周期に合わせた通院が求められるため、前もって治療の予約を決めることは困難となる場合があります。さ
らに、治療は身体的・精神的・経済的な負担を伴い、ホルモン刺激療法等の影響で体調不良等が生じることもあ
り、腹痛、頭痛、めまい、吐き気等の他、仕事や治療に関するストレスを感じることがあります。
また、一回の診察は通常１～２時間ですが、待ち時間を含め数時間かかることもあります。
月経周期（25日～38日程度）にあわせて一般不妊治療を月に何回行うかは、年齢や個人の状況によって変わり

ますが、目安として以下の表を参考にしてください。

厚生労働省「不妊治療連絡カード」より引用

2022年4月から、これまで保険適用外となっていた人工授精等の一般不妊治療や、体外受精・顕微授精等の
生殖補助医療（特定不妊治療）について保険適用され、窓口での負担額は3割負担となりました。ただし、3割負
担といっても治療の内容によっては10万円以上の費用負担がある場合や、保険診療外の診療を希望する場合は、
これまでと同様に全額自己負担となりますので、一定程度まとまった費用の支出を想定する必要があります。
「不妊治療を先送りしないため」のひとつの選択肢として、また、「不妊治療費を支払うことによる生活費への

不安」に応えるため、〈ろうきん〉では妊活サポートローンをお取り扱いしています。
〈ろうきん〉では不妊治療に関する職員研修を実施しており、プライバシーに最大限配慮したうえで、ご相談に

対応させていただきます。

～ 治療を先送りせず、悔いのない選択をするための、一つのご提案として ～

願いを込めて……子どもを望むご夫婦が、心身を健やかに「育む」ことができるように。

治　療
女　性

診察時間　１回１～２時間程度の通院：２日～６日
０～半日

※手術を伴う場合には１日必要

０～半日
※手術を伴う場合には１日必要

男　性

一般不妊治療

生殖補助医療
診察時間　１回１～３時間程度の通院：４～10日

診察時間　１回あたり半日～１日程度の通院：１日～２日
＋

月経周期ごとの通院日数の目安



利用について相談したいけど、同性の職員にお願い（指定）することはできますか？QQ

医療費関連の使いみちだし、提出書類が多くて大変そう。プライバシーも気になる。QQ

借入することや返済に不安があります。
クレジット払い（年14.5％）を検討していますが、違いがありますか？
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AA 原則として、同性の担当者が対応させていただきます（店舗の人員体制上、ご
希望に添えない場合がございます）。当金庫ホームページから事前に仮審査
（※）を行っていただければ、相談体制を調整させていただきますので、事前
に仮審査からのお申し込みを推奨いたします。※（ご希望商品「Hug-Kumi
（はぐくみ）」を選択ください）

AA 治療内容等についての申告負担を軽減するため、貸越極度額200万円までの
お申し込みについては、資金使途確認書類は受診病院の「診察券」の提示と
ご本人からの「申出書（当金庫所定様式）」のみとしています。
※ローン契約時の必要書類は「商品概要」にてご確認ください。
※受診病院において「不妊治療」の実施が確認できない場合は、別途資料の
提出を求める場合がございます。

AA 本ローンをご利用の際には審査があり、本ローン利用によって収支のバランス
を崩す懸念がある場合などはご希望に添えない場合がございます。「Hug-
Kumi（はぐくみ）」はカードローンタイプのため、ろうきんATM等で「必要な
時に、必要な金額だけ」ご利用いただけます。また、専用ローンとしての金利設
定を行っていますので、一般的なクレジット払い等と比べて総支払利息の軽減
を図ることができる場合がございます（下記ご参照ください）。

※上記は目安であり、実際の総支払利息とは異なる場合がございます。
※上記試算は返済終了まで金利が変わらないことを前提としています。

【金利シミュレーション】 借入額80万円 / 毎月返済額 約13,000円

クレジット払い（年14.5％）

「Hug ‒ Kumi（はぐくみ）」
（会員適用金利　2.1％）
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不妊治療に関する費用について

妊活サポートローン(カードローン)  「Hug ‒ Kumi (はぐくみ)」

不妊治療のスケジュールについて

仕事と不妊治療の両立には、職場や周囲の理解、配慮が必要です。

●不妊の原因の半分は男性にあると言われています（1998年
WHO発表）。不妊の原因は、女性だけにあるわけではあり
ません。男性に原因があることもありますし、検査をしても
原因がわからないこともあります。また、女性に原因がなく
ても、女性の体には、治療に伴う検査や投薬などにより大き
な負担がかかります。

●不妊治療は、妊娠、出産まで、あるいは、治療をやめる決断
をするまで続きます。年齢が若いうちに治療を開始したほう
が、１回あたりの妊娠・出産に至る確率は高い傾向がありま
すが、「いつ終わるのか」を明らかにすることは困難です。治
療を始めてすぐに妊娠する場合もあれば、何年も治療を続
けている場合もあります。

【図1・2】　出典：一般社団法人　日本生殖医学会
図1：妊孕率は、女性1,000人あたりの出生数（17～20世紀のアメリカ、ヨーロッパ、イランなど10ヶ所のデータ：Henry, L. （1961）. Some data on natural fertility. Eugenics 
Quarterly, 8（2）, 81-91.）を元に、20～24歳を100％として計算した。年齢の増加に伴い（特に35歳以降）妊孕率の低下が認められる。データは平均±標準偏差で示した。
図2：わが国における生殖補助医療による治療成績を示した（http://www.jsrm.or.jp/public/funinsho_qa22.html）。年齢の増加に伴い（特に35歳以降）妊娠率・生産率の
低下と流産率の増加が認められる。ET：胚移植。
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「不妊」とは、妊娠を望む健康な男女が避妊をしないで性交をしているにもかかわらず、一定期間妊娠しないも
のをいいます。日本産科婦人科学会では、この「一定期間」について「1年というのが一般的である」と定義してい
ます。
女性の妊娠する力（妊孕力）は年齢と共に減少します（図1）。また、加齢に伴い不妊治療によって子どもを授か

る可能性も低下します（図2）。高齢になると、受精卵の染色体異常が増える傾向もあり、不妊治療を行うかどう
かについては、子を望むご夫婦が早期に検討する必要があると考えます。
不妊治療の先送りは、子どもを授かる可能性を低下させることにつながりかねません。職場や周囲の理解が進

むことが、当事者の方にとって、より納得度の高い選択をする機会を増やすことにつながるものと考えます。
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　〈ろうきん〉では、子どもを望むご夫婦が不妊治療という選択をする際に、関連する諸費用の負担軽減を金融
面からサポートするため、専用ローン「Hug‒Kumi（はぐくみ）」をお取り扱いしています。
　不妊治療に関する費用をローンでカバーするということには、さまざまな不安があり、容易な選択ではないと思
います。「Hug‒Kumi（はぐくみ）」は、さまざまな選択肢の中の一つに過ぎませんが、その選択の幅を少しでも広
げることにつながれば幸いです。ご利用にあたっては、返済計画を含め、ぜひご夫婦で十分にご検討ください。

不妊治療に要する通院日数の目安は、概ね以下の通りです。ただし、以下の日数はあくまで目安であり、医師の
判断、個人の状況、体調等により増減する可能性があります。
体外受精、顕微授精を行う場合、特に女性は頻繁な通院が必要となります。また、一般不妊治療については、
排卵周期に合わせた通院が求められるため、前もって治療の予約を決めることは困難となる場合があります。さ
らに、治療は身体的・精神的・経済的な負担を伴い、ホルモン刺激療法等の影響で体調不良等が生じることもあ
り、腹痛、頭痛、めまい、吐き気等の他、仕事や治療に関するストレスを感じることがあります。
また、一回の診察は通常１～２時間ですが、待ち時間を含め数時間かかることもあります。
月経周期（25日～38日程度）にあわせて一般不妊治療を月に何回行うかは、年齢や個人の状況によって変わり
ますが、目安として以下の表を参考にしてください。

厚生労働省「不妊治療連絡カード」より引用

2022年4月から、これまで保険適用外となっていた人工授精等の一般不妊治療や、体外受精・顕微授精等の
生殖補助医療（特定不妊治療）について保険適用され、窓口での負担額は3割負担となりました。ただし、3割負
担といっても治療の内容によっては10万円以上の費用負担がある場合や、保険診療外の診療を希望する場合は、
これまでと同様に全額自己負担となりますので、一定程度まとまった費用の支出を想定する必要があります。
「不妊治療を先送りしないため」のひとつの選択肢として、また、「不妊治療費を支払うことによる生活費への

不安」に応えるため、〈ろうきん〉では妊活サポートローンをお取り扱いしています。
〈ろうきん〉では不妊治療に関する職員研修を実施しており、プライバシーに最大限配慮したうえで、ご相談に
対応させていただきます。

～ 治療を先送りせず、悔いのない選択をするための、一つのご提案として ～

願いを込めて……子どもを望むご夫婦が、心身を健やかに「育む」ことができるように。
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AA 原則として、同性の担当者が対応させていただきます（店舗の人員体制上、ご
希望に添えない場合がございます）。当金庫ホームページから事前に仮審査
（※）を行っていただければ、相談体制を調整させていただきますので、事前
に仮審査からのお申し込みを推奨いたします。※（ご希望商品「Hug-Kumi
（はぐくみ）」を選択ください）

AA 治療内容等についての申告負担を軽減するため、貸越極度額200万円までの
お申し込みについては、資金使途確認書類は受診病院の「診察券」の提示と
ご本人からの「申出書（当金庫所定様式）」のみとしています。
※ローン契約時の必要書類は「商品概要」にてご確認ください。
※受診病院において「不妊治療」の実施が確認できない場合は、別途資料の
提出を求める場合がございます。

AA 本ローンをご利用の際には審査があり、本ローン利用によって収支のバランス
を崩す懸念がある場合などはご希望に添えない場合がございます。「Hug-
Kumi（はぐくみ）」はカードローンタイプのため、ろうきんATM等で「必要な
時に、必要な金額だけ」ご利用いただけます。また、専用ローンとしての金利設
定を行っていますので、一般的なクレジット払い等と比べて総支払利息の軽減
を図ることができる場合がございます（下記ご参照ください）。

※上記は目安であり、実際の総支払利息とは異なる場合がございます。
※上記試算は返済終了まで金利が変わらないことを前提としています。
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約678,000円

約  48,000円

総支払利息総支払利息

「Hug ‒ Kumi (はぐくみ)」ご利用に関するQ＆A不妊について

不妊治療について

～治療には身体的・精神的・経済的・時間的な負担が伴います～

不妊治療に関する費用について

妊活サポートローン(カードローン)  「Hug ‒ Kumi (はぐくみ)」

不妊治療のスケジュールについて

仕事と不妊治療の両立には、職場や周囲の理解、配慮が必要です。

●不妊の原因の半分は男性にあると言われています（1998年
WHO発表）。不妊の原因は、女性だけにあるわけではあり
ません。男性に原因があることもありますし、検査をしても
原因がわからないこともあります。また、女性に原因がなく
ても、女性の体には、治療に伴う検査や投薬などにより大き
な負担がかかります。

●不妊治療は、妊娠、出産まで、あるいは、治療をやめる決断
をするまで続きます。年齢が若いうちに治療を開始したほう
が、１回あたりの妊娠・出産に至る確率は高い傾向がありま
すが、「いつ終わるのか」を明らかにすることは困難です。治
療を始めてすぐに妊娠する場合もあれば、何年も治療を続
けている場合もあります。

【図1・2】　出典：一般社団法人　日本生殖医学会
図1：妊孕率は、女性1,000人あたりの出生数（17～20世紀のアメリカ、ヨーロッパ、イランなど10ヶ所のデータ：Henry, L. （1961）. Some data on natural fertility. Eugenics 
Quarterly, 8（2）, 81-91.）を元に、20～24歳を100％として計算した。年齢の増加に伴い（特に35歳以降）妊孕率の低下が認められる。データは平均±標準偏差で示した。
図2：わが国における生殖補助医療による治療成績を示した（http://www.jsrm.or.jp/public/funinsho_qa22.html）。年齢の増加に伴い（特に35歳以降）妊娠率・生産率の
低下と流産率の増加が認められる。ET：胚移植。

【年齢別生殖補助医療治療成績】【女性の年齢と妊孕力の変化】

「不妊」とは、妊娠を望む健康な男女が避妊をしないで性交をしているにもかかわらず、一定期間妊娠しないも
のをいいます。日本産科婦人科学会では、この「一定期間」について「1年というのが一般的である」と定義してい
ます。
女性の妊娠する力（妊孕力）は年齢と共に減少します（図1）。また、加齢に伴い不妊治療によって子どもを授か
る可能性も低下します（図2）。高齢になると、受精卵の染色体異常が増える傾向もあり、不妊治療を行うかどう
かについては、子を望むご夫婦が早期に検討する必要があると考えます。
不妊治療の先送りは、子どもを授かる可能性を低下させることにつながりかねません。職場や周囲の理解が進
むことが、当事者の方にとって、より納得度の高い選択をする機会を増やすことにつながるものと考えます。

にんようりょく

　〈ろうきん〉では、子どもを望むご夫婦が不妊治療という選択をする際に、関連する諸費用の負担軽減を金融
面からサポートするため、専用ローン「Hug‒Kumi（はぐくみ）」をお取り扱いしています。
　不妊治療に関する費用をローンでカバーするということには、さまざまな不安があり、容易な選択ではないと思
います。「Hug‒Kumi（はぐくみ）」は、さまざまな選択肢の中の一つに過ぎませんが、その選択の幅を少しでも広
げることにつながれば幸いです。ご利用にあたっては、返済計画を含め、ぜひご夫婦で十分にご検討ください。

不妊治療に要する通院日数の目安は、概ね以下の通りです。ただし、以下の日数はあくまで目安であり、医師の
判断、個人の状況、体調等により増減する可能性があります。
体外受精、顕微授精を行う場合、特に女性は頻繁な通院が必要となります。また、一般不妊治療については、

排卵周期に合わせた通院が求められるため、前もって治療の予約を決めることは困難となる場合があります。さ
らに、治療は身体的・精神的・経済的な負担を伴い、ホルモン刺激療法等の影響で体調不良等が生じることもあ
り、腹痛、頭痛、めまい、吐き気等の他、仕事や治療に関するストレスを感じることがあります。
また、一回の診察は通常１～２時間ですが、待ち時間を含め数時間かかることもあります。
月経周期（25日～38日程度）にあわせて一般不妊治療を月に何回行うかは、年齢や個人の状況によって変わり

ますが、目安として以下の表を参考にしてください。

厚生労働省「不妊治療連絡カード」より引用

2022年4月から、これまで保険適用外となっていた人工授精等の一般不妊治療や、体外受精・顕微授精等の
生殖補助医療（特定不妊治療）について保険適用され、窓口での負担額は3割負担となりました。ただし、3割負
担といっても治療の内容によっては10万円以上の費用負担がある場合や、保険診療外の診療を希望する場合は、
これまでと同様に全額自己負担となりますので、一定程度まとまった費用の支出を想定する必要があります。
「不妊治療を先送りしないため」のひとつの選択肢として、また、「不妊治療費を支払うことによる生活費への

不安」に応えるため、〈ろうきん〉では妊活サポートローンをお取り扱いしています。
〈ろうきん〉では不妊治療に関する職員研修を実施しており、プライバシーに最大限配慮したうえで、ご相談に

対応させていただきます。

～ 治療を先送りせず、悔いのない選択をするための、一つのご提案として ～

願いを込めて……子どもを望むご夫婦が、心身を健やかに「育む」ことができるように。

治　療
女　性

診察時間　１回１～２時間程度の通院：２日～６日
０～半日

※手術を伴う場合には１日必要

０～半日
※手術を伴う場合には１日必要

男　性

一般不妊治療

生殖補助医療
診察時間　１回１～３時間程度の通院：４～10日

診察時間　１回あたり半日～１日程度の通院：１日～２日
＋

月経周期ごとの通院日数の目安



働きながら不妊治療に取り組む
従業員・職員のために

知っていますか？

生殖補助医療（体外受精、顕微授精、凍結胚（卵）を
用いた治療）により誕生しています。
※2022年に生まれた全出生児（770,759人）のうち、生殖補助医療により誕生した出生児（77,206人）から算出

【生殖補助医療による出生児数：日本産科婦人科学会「ARTデータブック（2022年）】【出生数：厚生労働省「人口動態統計（2022）」】

日本では約10人に1人の子どもが

妊活サポートローン(カードローン)   「Hug ‒ Kumi（はぐくみ）」  商品概要

沖縄県不妊専門相談センター

～不妊や不妊治療に関する理解を深め、
社会全体で支えましょう～

　近年の晩婚化等を背景に不妊治療を受ける夫婦が増加しており、働きながら不妊治療を受ける方は増加傾
向にあると考えられています。また、厚生労働省が行った調査によると、仕事と不妊治療の両立ができず、
約11％の方が離職しています（不妊退職）。働きやすい環境を整えることは、有能な人材確保という点で
企業にもメリットがあるのではないでしょうか。 
　〈ろうきん〉では、各企業の従業員のみなさまが安心して働き続けられる環境づくりのサポートの一環と
して、不妊治療に関する費用の相談体制の整備とあわせて、「不妊」に対する社会的な理解を広める活動に
取り組んでいます。このリーフレットは、職場等で不妊治療への理解を深めていただき、不妊治療に取り組
む従業員・職員の方が安心して働き続けられる環境づくりをサポートする目的で配布しています。

・ご本人もしくは2親等以内の親族のための次の範囲の不妊治療および不育症に関連する資金全般とします。
①男性・女性不妊治療費用（治療費、入院費等の医療費、渡航費用等）
②不育症に関する治療費用（治療費、入院費等の医療費、渡航費用等）
③他金融機関からの不妊治療に係るローンの借換費用　※加入形態により対象とならない場合がございます。
④その他不妊治療に関する費用

お使いみち
※事業用は対象外

・10万円以上、500万円以内（10万円単位）
※ご利用限度額 300万円超につきましては一定の条件がございます。詳しくは窓口にてご確認ください。

ご利用限度額
（極度額）

・会員の方　年2.1％　　　・一般の方　年2.7％ご融資金利
（変動金利・保証料込）

担保・保証人につきましては、原則不要です。
当金庫所定の保証機関（一社）日本労働者信用基金協会をご利用いただきます。

担保・保証

・1年ごとの自動更新（更新審査がございます）
・ご利用期間（カードローン払出期間）は、本契約日から 5年後の応当日までです。
※ご融資については満 76 歳までに完済いただきます。

ご契約期間

以下の２通りからお選びいただけます。

① 【極度額変動方式】
ご利用限度額（極度額）に応じて定められた返済
額を、毎月の定例返済日にご返済。

ご返済方法
② 【元帳残高変動方式】
前回定例返済日現在の残高（元利金0円からの初
回利用時は、初回利用日最終残高）に応じて定め
られた返済額を、毎月の定例返済日にご返済。

①本人確認書類（運転免許証等） ②収入確認書類（源泉徴収票または所得証明書等） ③預金通帳のお届出
印鑑 ④貸越極度額が 200 万円以下は、当金庫所定様式の「妊活サポートローン（カードローン）申出書」
＋受診病院の診察券 ⑤貸越極度額が 200 万円超は、上記④に加え当金庫所定様式の「不妊治療連絡カー
ド」または受診病院の診断書 ⑥その他必要書類

必要書類

【会員の方】　沖縄ろうきんに出資のある団体会員（労働組合・共済会など）に所属されている方（一部対象とならない場合がございます。詳しくは〈ろうきん〉へお問い合わせください）
【一般の方】　上記以外の方で、沖縄県内にご自宅もしくはお勤め先がある方

妊活サポートローン（カードローン型）

～30万円
～50万円
～70万円
～80万円
～100万円
～150万円
～180万円
～200万円
～250万円
～300万円
～350万円
～400万円
～450万円
～500万円

①ご利用限度額（極度額）
②前回定例返済日現在の残高

5,000円
10,000円
12,000円
13,000円
15,000円
20,000円
25,000円
30,000円
35,000円
40,000円
50,000円
55,000円
65,000円
70,000円

毎月返済
毎月・ボーナス併用返済（※）

5,000円
10,000円
10,000円
10,000円
10,000円
15,000円
20,000円
25,000円
30,000円
30,000円
40,000円
40,000円
50,000円
50,000円

毎月返済
ーー　 
ーー　 

20,000円
20,000円
30,000円
30,000円
30,000円
30,000円
30,000円
60,000円
60,000円
90,000円
90,000円
120,000円

加算月返済

●表示金利は2025年5月1日現在のものです。お客さまの加入形態によりご融資金利は異なります。●ご融資後の金利は、当金庫が定める妊活サポート
ローン基準金利を基準に、年4回（2月１日・5月1日・８月1日・11月1日）見直しいたします。●印紙代が別途必要となります。●融資金利・融資諸条件に
ついては、金利環境等により変更する場合がございます。●審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。●詳しくは
お近くの〈ろうきん〉へお問い合わせください。

ご注意

※ボーナス月の返済額については、毎月返済と加算月返済の合計金額となります。

〈ろうきん〉では、不妊治療費用に関する
専用ローンをお取り扱いしています

不妊に関するお悩みや、助成金申請に関する詳細は、
沖縄県不妊専門相談センターへお問い合せください。

☎098-888-1176

電話および面接相談 水・木・金　13:30～16:30
（祝日・年末年始除く）

woman.h@oki-kango.or.jp

お申込み
いただける方

①お申し込み時の年齢が満18歳以上60歳未満（「極度額変動方式」の場合）、または、満18歳以上45歳未満
（「元帳残高変動方式」の場合）で、最終ご返済時の年齢が満76歳未満の方②同一勤務先に原則1年以上勤務
されている方③安定継続した年収（前年税込み年収）が150万円以上ある方④ご自宅もしくはお勤め先（事
業所）が沖縄県内にある方⑤当金庫所定の保証機関の保証を受けられる方
※契約社員・パート社員・自営業の方も一定の条件を満たせばご利用いただけます。詳しくは窓口にてご確認ください。

ご利用額（残高）に応じて返済額が決まります。
ご利用額が少ない時は返済額の負担がおさえ
られるので、治療にかかる休暇や産休・育休など
による家計収入の変動に備えることができます。

ポイント

毎月の返済額が一定なので、計画的に返済できます。
ポイント

2025年5月
沖縄県労働金庫


